
   

 

 

   

 

 

 

 

                         

 

 

 

                                                                 

◇ 第１１回通常総会を開催   

去る 4月 27日（金）第１1回通常総会を立山町町民会館で開催しました。 

  廣明会長は、「立山町のごみ分別方式は「立山方式」と呼ばれ、ごみの減量化・資源化のため、町民 

のみなさんによる手作業で分別仕分けを行い、還元金をお渡ししています。しかし、近年は量販店への 

持ち込みが多く、地域での回収量が年々減少しています。それに伴い還元金も落ちこんでおり、今後この 

ような状況になると「立山方式」が立ちいかなくなる可能性がでてくると思われます。地区のリサイクル 

回収日に集積場所へ出して頂きますようご協力をお願いいたします」と挨拶。また、近年全国的に力を入 

れている“食品ロス”問題について、「従来の 3R〈リデュース（ゴミを減らす）、リユース（繰り返し使 

う）、リサイクル（再資源化する）〉に加え、リスペクト（食材に対する敬意）を加えた 4Rで取り組みま 

しょう」と呼びかけました。 

長年環境美化活動にご尽力された 1個人を表彰。富山県環境保健衛生連合会を代表して麦島紀長副会長・ 

舟橋貴之町長・村田昭町議会議員よりご祝辞をいただきました。また、各議案は承認され、任期満了に伴 

う役員の改選により新会長に広嶋寿雄氏が選ばれました。 

 

    環境に配慮した「エコライフ」で           

       地球温暖化防止に努めましょう！！          

                                                              

  当協会は、立山町の全世帯を会員として組織し、運営している団体です。 

「快適できれいな生活環境をめざして  

豊かな水と緑あふれる美しい町  

健康で明るい町 立山」をスローガンに、 

ごみの分別活動・不法投棄の防止・指定河川の清掃・害虫駆除・地球温暖化防止 

活動・食品ロス対策を推進しています。   

挨拶をする新会長 広嶋寿雄 氏 

 

協会長賞 受賞者 
 

<個人の部> 
 

緒方 隆一 氏 

(岩峅地区) 
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【平成３０年度常務理事紹介】  

会長(県常任理事)     広嶋 寿雄    副会長(県理事)    宝田 和夫      

常務理事(県理事)    土肥 信一    常務理事      和田 民雄     

理事(県副会長)    廣明 忠信                        

        



                                                 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇  平 成 ３０ 年 度 収 支 予 算 額    
立山町環境保健衛生協会の予算額は次のとおりです。 

 
<収入の部>                             <支出の部> 

会員会費     1,730千円              地区活動費           830千円  

町還元金     2,600千円              リサイクル活動費      2,450千円 

待ち助成金     4,944 千円              生活環境美化保全      1,624千円  

県補助金他    1,166千円                  環境保全活動推進費         44千円 

普及啓発           199千円 

 合 計    10,440千円               協会事業及び管理費       4,325千円 

その他             968千円 
  

          合 計        10,440千円 

◇ 主 な 事 業 内 容   
1. リサイクル活動 

 ＜資源ごみのリサイクル・減量システム（立山方式）の維持＞   

立山方式…地域住民でリサイクル・分別を行い、回収量に応じて各集落に還元金を分配するシステム 

2. 環境衛生活動 

＜衛生害虫駆除の徹底＞  蚊・ハエを駆除するため、6～10月に各地区で薬剤散布を実施 

 ＜川をきれいにする運動＞ 町内の河川の内 11河川を指定し、該当集落ごとに実施。 

＜環境美化普及活動＞    家庭ごみと資源物リサイクルの分け方・出し方を周知するために、 

「ごみ収集補助標識」を各地区に設置し、分別の徹底を図る。 

今年度は環境のぼり旗を各地区に配布予定。 

3. 環境巡視活動    

・廃棄物の不法投棄防止のため、毎年 4月から各地区で代表理事ほか役員の方々が 

環境巡視活動を行っています。 

・事務局でも 5 月 30 日「ごみゼロの日」にちなんで、堀住民課長、広嶋会長他 7 名 

が参加して、新川地区の辻から二ツ塚までの県道約 1.7kmの清掃活動を行いました。 

その結果、タバコ等のポイ捨てが多く、一部のドライバーのマナーの悪さが見受けられました。 

       
                                         

 エ コ 堆 肥 

当協会では、生ごみを再利用した「エコ堆肥」を販売しています。 

立山町内の給食センター及び学校給食等の生ごみ・米ぬか等を混ぜ発酵させて作っており、 

養分を多く含んだ、安心で良質な有機肥料とご好評いただいております。 

   例年、農作業の始まる春・秋には「エコ堆肥」が品不足になり、ご迷惑をおかけしており 

ます。農繁期以外は在庫に若干の余裕がありますので、購入希望の方は、 

在庫のある時期に早めにご購入されることをお勧めいたします。 

【  価 格  】 エコ堆肥（２０Kｇ）１袋  ３００円 

【 時 間  】 毎週水曜日 8：30～15：30 

【  場  所  】  立山町環境保健衛生協会  立山町上金剛寺 210 

                               

◇ 地 区 活 動 紹 介     
＜ 岩 峅 地 区 ＞  

排水路と道路脇のクリーン作戦 

立山地区では、雪解け後の４月初旬に各集落の用水、排水路の 

泥上げ、及びに幹線道路法面の清掃を行いました。 

朝から地域住民総出で、泥上げは男性、ペットボトル・ゴミ等の 

回収は女性が主に行い、参加者は爽やかな汗を流しました。 

住民の皆さんは、自分たちの住む所は自分たちで環境保全に努め 

住みよい地域環境づくりに努めております。     （荻生 記） 

 


